
朔太郎忌で偉業しのぶ

新たな飛躍と発展誓う

　前橋文学館で５月10日、第37回朔太
郎忌が開催されました。文学館友の会会
員による合唱、朔太郎詩の朗読に続き、
講演、マンドリン演奏などが行われ、参
加者は郷土の詩人・萩原朔太郎の偉業を
しのびました。

　５月22日、市立前橋高で創立80周年
記念式典を開催。昭和４年に高等家政女学
校として創立以来、長い歴史と伝統を積
み重ねてきました。式典では、生徒代表
が「誓いのことば」を述べ、さらなる飛
躍と発展を誓いました。

CITY WATCHINGシティウォッチング

　5月16日、「ばら園まつり」のオープニングセレモ
ニーが行われました。会場は600種7,000本のバラに
包まれ、即売会やビオリラ演奏、ミニバラのプレゼン
トなど多彩な催しを開催。多くの人がバラの花を楽し
みました。まつりは6月7日まで開催しています。

7,000本のバラに包まれて

工夫し譲り合い練習

　

群
馬
の
郷
土
野
菜
「
上
泉
理
想
大
根
」。

練
馬
大
根
を
基
に
品
種
改
良
し
、
上
泉
町

を
中
心
に
栽
培
さ
れ
て
き
た
。
善
衛
さ
ん

は
、
こ
の
ダ
イ
コ
ン
を
生
産
し
、
採
種
を

続
け
て
い
る
唯
一
の
採
種
者
だ
。

　
「
父
が
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
品
種

改
良
を
重
ね
、
で
き
あ
が
っ
た
の
が
こ
の

ダ
イ
コ
ン
な
ん
で
す
。
土
壌
が
柔
ら
か
く

水
は
け
が
良
い
赤
城
南
面
の
風
土
に
合
っ

た
、
ま
さ
に
理
想
の
ダ
イ
コ
ン
で
す
ね
」

　

善
衛
さ
ん
が
昭
和
33
年
、
父
・
故
友
作

さ
ん
が
36
年
に
、
全
国
農
林
産
物
品
評
会

で
最
高
賞
の
農
林
大
臣
賞
を
受
賞
。
全
国

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
た
。

　
「
当
時
は
採
種
組
合
も

あ
り
、
多
く
の
人
が
生

産
し
て
い
ま
し
た
。
地

元
の
人
た
ち
の
手
に
よ

っ
て
継
承
さ
れ
て
き
た
、

本
当
の
意
味
で
の
郷
土
野
菜
な
ん
で
す
」

　

上
泉
理
想
大
根
を
空
っ
風
で
干
し
上
げ

た
た
く
あ
ん
は
格
別
。
甘
み
が
出
て
パ
リ

パ
リ
と
し
た
歯
応
え
に
な
る
。

　
「
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
た
く
あ
ん
作

り
は
欠
か
し
ま
せ
ん
。
妻
を
は
じ
め
、
子

ど
も
や
孫
た
ち
に
も
好
評
で
す
よ
」

　

趣
味
は
読
書
。
歴
史
物
が
好
き
で
本
を

読
ん
で
い
る
と
時
間
を
忘
れ
夢
中
に
な
る
。

　
「
剣
聖
と
呼
ば
れ
た
上
泉
伊
勢
守
信
綱

は
、
上
泉
町
の
出
身
。
こ
う
い
っ
た
地
元

の
歴
史
も
興
味
深
い
で
す
よ
」

　

３
年
前
か
ら
荻
窪
町
の
農
産
物
直
売
所

「
味あ
じ
さ
い菜
」
で
の
上
泉
理
想
大
根
の
栽
培
・

収
穫
・
加
工
の
イ
ベ
ン
ト
事
業
に
参
加
し
、

普
及
に
貢
献
。
興
味
が
あ
る
人
に
は
種
を

分
け
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
貴
重
な
郷

土
野
菜
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
っ
て

ほ
し
い
。

地
域
の
伝
統
野
菜
を
次
世
代
へ

上泉理想大根の採種者

渡辺　善衛さん・73歳
上泉町

　

国
道
50
号
線
と
県
道
深
津
・
伊
勢
崎

線
が
交
差
す
る
東
大
室
町
の
信
号
を
北

上
す
る
と
、
右
手
の
高
台
に
大
室
公
園

の
林
が
見
え
て
き
ま
す
。
赤
城
南
ろ
く

の
中
央
に
位
置
す
る
城
南
地
区
は
、
雄

大
な
赤
城
山
の
眺
め
が
素
晴
ら
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

大
室
公
園
は
、
こ
う
し
た
自
然
環
境

を
生
か
し
た
南
北
５
０
０
㍍
、東
西
１
，

０
０
０
㍍
の
広
大
な
敷
地
を
持
つ
、
本

市
を
代
表
す
る
総
合
公
園
。
こ
の
公
園

の
中
に
大
室
古
墳
群
は
あ
り
ま
す
。
広

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
古
墳
が
連
な
る
、
古
墳
県
・
群
馬
を

代
表
す
る
古
墳
群
。
中
で
も
１
０
０
㍍

級
の
大
型
古
墳
が
３
基
ま
と
ま
っ
て
存

在
し
、
い
に
し
え
の
繁
栄
の
様
子
が
し

の
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
古
墳
は
昭
和

２
年
４
月
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
平

成
16
年
度
で
整
備
が
終
了
。
現
在
は
一

般
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

３
基
の
古
墳
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特
色
が

あ
り
ま
す
。
ま
る
で
黄よ

み泉
の
国
へ
つ
な

が
る
よ
う
な
細
長
い
石
室
の
「
前
二
子

古
墳
」、
二
重
の
周
堀
に
囲
ま
れ
、
盾
を

持
つ
人
物
埴は

に
わ輪
に
厳
重
に
警
護
さ
れ
た

「
中
二
子
古
墳
」、
埋
葬
の
儀
式
が
復
元

さ
れ
た
「
後
二
子
古
墳
」。

　

こ
れ
ら
の
古
墳
以
外
に
も
、
い
ろ
い

ろ
な
埴
輪
が
設
置
さ
れ
た
「
小
二
子
古

墳
」や
「
内
堀
１
号
墳
」、「
内
堀
４
号
墳
」

な
ど
も
見
学
で
き
ま
す
。
公
園
内
に
は

養
蚕
農
家
で
あ
る
赤
城
型
民
家
を
中
心

と
し
た
民
家
園
も
あ
り
、
昔
の
暮
ら
し

を
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

初
夏
の
ひ
と
と
き
、
新
緑
の
中
で
歴

史
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
過
ご
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

大
室
公
園
・
大
室
古
墳
群

赤
城
南
ろ
く
の
大
豪
族
の
面
影

問
い
合
わ
せ
は　

文
化
財
保
護
課　

☎
２
３
１
│
９
５
３
１

問
いい
合
わ
せ
は

い
合
わ
せ
は

財
保
護
課

は

文
化
財

い
に
し
え

そ
の
三

いきいき
まえばし

復元された円筒埴輪
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